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(57)【要約】
【課題】液晶ディスプレイのオーバードライブ方法の提
供。
【解決手段】第１、第２、第３入力制御線、入力データ
線、トランジスタ、駆動電圧出力線を回路は具える。ゲ
ートドライバの入力するＯＥ信号の制御により、これら
ゲートドライバの出力端に同期の二組の制御電圧パルス
（１）（Ｇ1 、Ｇm ）、（２）（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（３
）（Ｇ2m+1、Ｇ3m）より選出される三組の制御電圧パル
スより選出されて組み合わされた二組の制御電圧パルス
（１，３）或いは（１，２）或いは（２，３）が循環交
替モードでそれが対応する第１、第２或いは第３入力制
御線を通してこれらトランジスタのゲートに供給される
。二組の同期制御信号にトリガされる時、データ信号を
駆動電圧出力線にフィードし、スクリーン上に第１から
第２ｍ＋１の走査線より開始して循環交替モードで相互
に２ｍの走査線隔たった２本の同期走査線を発生し、画
像を表示する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１入力制御線、第２入力制御線、第３入力制御線、入力データ線、トランジスタ、第
１コンデンサ、第２コンデンサ、駆動電圧出力線を具えた回路を提供するステップ、
　サイクルパルス波形を有するデータ信号をトランジスタのソースに提供するステップ、
　ＯＥとＳＴＨ制御信号をゲートドライバの第１、第２及び第３ＯＥ入力線とＳＴＨ入力
線に提供し、且つこれら入力線を通して関係信号を受け取り、これらゲートドライバの入
力するＯＥ信号の制御により、これらゲートドライバの出力端に同期の二組の制御電圧パ
ルスを発生させ、それは以下の三組の制御電圧パルス、即ち、（１）（Ｇ1 、Ｇm ）、（
２）（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（３）（Ｇ2m+1、Ｇ3m）より選出され、この三組の制御電圧パル
スより選出されて組み合わされた二組の制御電圧パルス（１，３）或いは（１，２）或い
は（２，３）が循環交替モードでそれが対応する第１、第２或いは第３入力制御線を通し
てこれらトランジスタのゲートに供給されるステップ、
　以上のステップを具え、
　これら二組の同期制御信号（１，３）或いは（１，２）或いは（２，３）にトリガされ
る時、この回路がデータ信号を駆動電圧出力線にフィードし、及び、
　以上のステップで発生した出力駆動電圧がこれら画素に出力されてスクリーン上に第１
から第２ｍ＋１の走査線より開始して循環交替モードで相互に２ｍの走査線隔たった２本
の同期走査線を発生し、画像を表示する液晶ディスプレイのオーバードライブ方法におい
て、
　交流電力（ＡＣ）を制御電圧と駆動電圧として使用し、このためこれら電圧に制御と駆
動過程中に正負の位相が交替出現する現象を有し、その進行の過程は以下の方式で、時間
点Ａ１からＡ６の時間順序で重複して循環し、即ち、
　（ａ）時間点Ａ１の前の第Ｎ－１個のフレーム中の駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ0'で、
負極性であり、且つ駆動電圧パルスＶLCの値Ｖ0'であり負極性であり、
　（ｂ）時間点Ａ１で第Ｎ個のフレームに進入開始し、この時駆動電圧パルスＤ1 の値は
上昇してＶ1 となり、制御電圧パルスＧ1 の作用により、この液晶オーバードライブ装置
の発生する出力駆動電圧パルスＶLCの値もまた上昇してＶ1 となり正極性となり、且つ時
間点Ａ２までそれを保持する、
　（ｃ）その後、時間が時間点Ａ２に進むと、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 と
なり、制御電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ1 よりＶ

2 （Ｖ2 ＜Ｖ1 ）に下降するが正極性であり、その値は時間点Ａ３まで保持される、
　（ｄ）その後、時間が時間点Ａ３に進み、この時第Ｎ＋１個のフレームに進入開始し、
この時、駆動電圧パルスＤ1 の値は下降しＶ2 ' となり、制御電圧パルスＧ1 の作用によ
り、駆動電圧パルスＶLCの値は瞬間的にＶ2 ’に下降し、それは負極性で、時間点Ａ４ま
で保持される、
　（ｅ）その後、時間点Ａ４に至ると、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2'　で負極性であり
、制御電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値はもとの準位のＶ2 ’に時
間点Ａ５に至るまで保持され、
　（ｆ）時間が時間点Ａ５に至ると、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 に上昇し、制御電圧
パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的に上昇してＶ2 となり、これ
を時間点Ａ６まで保持する、
　以上を特徴とする、液晶ディスプレイのオーバードライブ方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイのオーバードライブ方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置の使用は広範で、消費性電子製品からコンピュータ及
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び携帯電話無線通信の応用に至るまで、液晶ディスプレイの技術は日々発展している。電
子製品は軽量化、薄型化、コンパクト化、低消費パワー、低発熱量に向けて発展する傾向
にあり、特に液晶ディスプレイの技術は伝統的或いは現在の陰極線管（ＣＲＴ）、或いは
発光ダイオード（ＬＥＤ）の表示技術の制限と欠点を克服し、コンピュータ、通信設備及
びその他の消費性電子製品の将来の応用と発展に重要な役割を果たす潜在力を有している
。
【０００３】
　液晶ディスプレイの平面表示効果はＣＲＴのスクリーン表示効果より良好で、且つその
電力消費量と発熱量はＣＲＴスクリーンよりもはるかに低い。
【０００４】
　このため一般にこのようなディスプレイは新世代の携帯電話ディスプレイ、テレビジョ
ン受像機、展覧会場或いは広告の表示パネルの用途に使用できると認められている。
【０００５】
　このほか、現在広く使用されている発光ダイオードは、多くの実際の応用方面で、それ
自身の特性により制限を受ける。例えば、発光ダイオードは文字、数字或いは静態画像の
表示に適合し、動態画像の表示に使用しても液晶表示技術のようにはアクティブな迫真の
効果を達成しえない。
【０００６】
　周知のように、一般の液晶ディスプレイは表面を特殊処理した２枚のガラス基板の間に
液晶分子を注入している。液晶分子の配列方向はガラス基板に設けられた電極に印加され
た電圧により改変し、これにより液晶表示パネルの輝度に変化を発生させて、画像を表示
する。しかし、液晶表示パネル自身は発光せず、このためランプに類似のバックライト光
源が必要となり、この光源の発射する光を照射することで画像を表示させる。
【０００７】
　さらに具体的に例を挙げて説明すると、例えばＴＦＴ－ＬＣＤの構造と作用原理による
と、ＴＦＴ－ＬＣＤパネルは２枚のガラス基板の中間に一層の液晶を挟み、上層のガラス
基板にカラーフィルタを、下層のガラス基板にトランジスタが取り付けられている。トラ
ンジスタスイッチがオンされて電圧が液晶分子に印加される時、液晶分子が適宜配向（ｏ
ｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ）し、光線の偏極性を改変し、さらに偏光板を利用して画素の明暗
状態を決定する。このほか、上層のガラス基板にカラーフィルタの貼り付けにより形成さ
れる各画素は、赤緑青の三色を具え、これらの発生する赤緑青カラーを発生する画素が液
晶パネルの画像フレームを構成する。
【０００８】
　以上に説明したように、液晶表示技術を伝統的なＣＲＴと現在の発光ダイオード技術と
比較すると、代替できない長所がある。しかし、液晶ディスプレイ自身の設計と使用には
今だ相当な制限がある。その主要な制限は、以下のようである。即ち、これらの二つの基
板の間に設置される液晶は、これら基板上の電極に印加される電圧がこの液晶に対して形
成する電場により液晶分子に偏向を発生させて、液晶分子配列方向を変化させ且つテクス
チャ（ｔｅｘｔｕｒｅ）を発生させ、その後、基板の後部のバックライトモジュールの発
射する光線の照射により輝度変化を発生させて画素を通して画像を表示する。しかし、液
晶上に印加される電圧は、印加時の瞬間（ｉｎｓｔａｎｔａｎｅｏｕｓ）にその目標電圧
を達成するが、この液晶分子自身はある時間が経たねば期待される目標応答偏向位置を達
成できず、このため光学輝度の現出が電圧の変化に追いつかない。このため、いわゆる遅
延現象が発生する。図１中、曲線（ａ）はこの液晶の駆動経路特性曲線である。このよう
な遅延現象は急速変化を必要とする動態液晶表示画面の品質に対して不利な制限と影響を
与える。
【０００９】
　伝統的な周知の技術中、このような制限を克服するために、オーバードライブ方法が採
用されており、そのハードウエア構造は図２に示されるようであり、それは、この駆動回
路中にトランジスタとコンデンサからなるコントローラを直列に接続し、この駆動電圧の
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準位を制御するのに用い、これにより液晶が設定目標光学応答準位を達成する時間を短縮
し、液晶画像表示の反応速度を加速し、フレーム急速動態表示の要求に符合させる。
【００１０】
　さらに以上の原理を説明するため図３の液晶オーバードライブ装置の発生する制御電圧
パルス、駆動電圧パルス、及び液晶光学応答の波形間の関係図を参照されたい。以下の説
明中に記述の制御電圧パルスと駆動電圧パルスの値はいずれもｃｏｄｅを単位とし、それ
は一種の、例えばμＶ（１０-6Ｖ）を電圧単位とする。このフレーム表示が達成したい液
晶目標駆動ｃｏｄｅは１２８であり、その駆動経路は特性曲線（ａ）である。その目標電
圧達成の時間を短縮し液晶光学応答速度を加速するための周知の採用技術は、一種の液晶
コーキシング（ｃｏａｘｉｎｇ）の方法である。まず入力データ線Ｄ１に印加する駆動電
圧をｃｏｄｅ２００に調整し、且つ入力制御線Ｇ１を通して制御電圧パルスを印加し、液
晶の光学応答を駆動経路（ｂ）とすると、それは明らかに駆動経路（ａ）より加速される
。この液晶光学応答が目標電圧ｃｏｄｅ１２８を達成する時、さらに入力データ線Ｄ１に
印加する駆動電圧をｃｏｄｅ１２８まで下げ、且つ入力制御線Ｇ１に別の制御電圧パルス
を印加し、この液晶の光学応答を停止させ並びに次の駆動電圧パルスを受けるまでそれを
ｃｏｄｅ１２８に保持する。しかし、周知の技術中、この二つの連続する制御電圧パルス
、及びそれがもたらす二つの連続する駆動電圧パルスは二つの隣り合うフレームのなかに
出現し、同一のフレームのなかに出現せず、このため、この液晶の光学応答時間を一つの
フレームの時間より短くすることはできず、これが周知の技術の制限と欠点である。例え
ば、この液晶ディスプレイのフレーム速度が６０Ｈｚであれば、各フレームの占用の時間
は１６．７ｍｓであり、このため、次の制御電圧パルスと次の駆動電圧パルスは必ず次の
フレーム中に印加されなければならず、この液晶の光学応答時間を一つのフレームの１６
．７ｍｓより短縮できず、これが周知の技術の重大な制限と欠点である。このためこの液
晶光学応答が十分に急速でなくなる。ゆえに液晶ディスプレイのフレーム急速動態変化の
要求に符合させるためには、大幅な改善が必要となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の主要な目的は、周知の技術の制限と欠点を改善し、液晶の駆動電圧パルスに対
する光学応答時間を短縮してそのフレーム表示の動態応答速度を加速する液晶ディスプレ
イのオーバードライブ方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１に係る発明は、第１入力制御線、第２入力制御線、第３入力制御線、入力デー
タ線、トランジスタ、第１コンデンサ、第２コンデンサ、駆動電圧出力線を具えた回路を
提供するステップ、
　サイクルパルス波形を有するデータ信号をトランジスタのソースに提供するステップ、
　ＯＥとＳＴＨ制御信号をゲートドライバの第１、第２及び第３ＯＥ入力線とＳＴＨ入力
線に提供し、且つこれら入力線を通して関係信号を受け取り、これらゲートドライバの入
力するＯＥ信号の制御により、これらゲートドライバの出力端に同期の二組の制御電圧パ
ルスを発生させ、それは以下の三組の制御電圧パルス、即ち、（１）（Ｇ1 、Ｇm ）、（
２）（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（３）（Ｇ2m+1、Ｇ3m）より選出され、この三組の制御電圧パル
スより選出されて組み合わされた二組の制御電圧パルス（１，３）或いは（１，２）或い
は（２，３）が循環交替モードでそれが対応する第１、第２或いは第３入力制御線を通し
てこれらトランジスタのゲートに供給されるステップ、
　以上のステップを具え、
　これら二組の同期制御信号（１，３）或いは（１，２）或いは（２，３）にトリガされ
る時、この回路がデータ信号を駆動電圧出力線にフィードし、及び、
　以上のステップで発生した出力駆動電圧がこれら画素に出力されてスクリーン上に第１
から第２ｍ＋１の走査線より開始して循環交替モードで相互に２ｍの走査線隔たった２本
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の同期走査線を発生し、画像を表示する液晶ディスプレイのオーバードライブ方法であっ
て、
　交流電力（ＡＣ）を制御電圧と駆動電圧として使用し、このためこれら電圧に制御と駆
動過程中に正負の位相が交替出現する現象を有し、その進行の過程は以下の方式で、時間
点Ａ１からＡ６の時間順序で重複して循環し、即ち、
　（ａ）時間点Ａ１の前の第Ｎ－１個のフレーム中の駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ0'で、
負極性であり、且つ駆動電圧パルスＶLCの値Ｖ0'であり負極性であり、
　（ｂ）時間点Ａ１で第Ｎ個のフレームに進入開始し、この時駆動電圧パルスＤ1 の値は
上昇してＶ1 となり、制御電圧パルスＧ1 の作用により、この液晶オーバードライブ装置
の発生する出力駆動電圧パルスＶLCの値もまた上昇してＶ1 となり正極性となり、且つ時
間点Ａ２までそれを保持する、
　（ｃ）その後、時間が時間点Ａ２に進むと、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 と
なり、制御電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ1 よりＶ

2 （Ｖ2 ＜Ｖ1 ）に下降するが正極性であり、その値は時間点Ａ３まで保持される、
　（ｄ）その後、時間が時間点Ａ３に進み、この時第Ｎ＋１個のフレームに進入開始し、
この時、駆動電圧パルスＤ1 の値は下降しＶ2 ' となり、制御電圧パルスＧ1 の作用によ
り、駆動電圧パルスＶLCの値は瞬間的にＶ2 ’に下降し、それは負極性で、時間点Ａ４ま
で保持される、
　（ｅ）その後、時間点Ａ４に至ると、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2'　で負極性であり
、制御電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値はもとの準位のＶ2 ’に時
間点Ａ５に至るまで保持され、
　（ｆ）時間が時間点Ａ５に至ると、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 に上昇し、制御電圧
パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的に上昇してＶ2 となり、これ
を時間点Ａ６まで保持する、
　以上を特徴とする、液晶ディスプレイのオーバードライブ方法である。
【発明の効果】
【００１３】
　総合すると、本発明の液晶ディスプレイのオーバードライブ方法は、確実に周知の液晶
ディスプレイのオーバードライブ方法の制限と欠点を改善でき、且つ液晶の光学応答速度
を加速し、大幅に液晶ディスプレイフレームの動態表示機能を向上できる。これにより本
発明の液晶ディスプレイのオーバードライブ方法は周知の技術より優れており、産業上の
利用価値、新規性及び進歩性を具備している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　上述の液晶光学応答速度加速の目的を達成するため、本発明の提供する液晶ディスプレ
イのオーバードライブ装置の基本構造は、第１入力制御線、第２入力制御線、第１入力デ
ータ線、第２入力データ線、第１コンデンサ、第２コンデンサ、駆動電圧出力線、第１ト
ランジスタ、第２トランジスタを具えている。該第１トランジスタは第１入力制御線に接
続された第１ゲートと、第１入力データ線に接続された第１ソースと、駆動電圧出力線及
び第１コンデンサ及び第２トランジスタのドレインに接続された第１ドレインを具えてい
る。該第２トランジスタは、第２入力制御線に接続された第２ゲートと、第２入力データ
線に接続された第２ソースと、第１トランジスタのドレインと第２コンデンサ及び駆動電
圧出力線に接続された第２ドレインとを具えている。第１コンデンサ及び第２コンデンサ
は接地し、該駆動電圧出力線がオーバードライブ電圧をＬＣＤパネルの画素に出力する。
その特徴は、これら第１と第２入力制御線が一つのゲートドライバに接続され、これら第
１と第２入力データ線が一つのデータドライバに接続されたことにある。
【００１５】
　本発明で使用する液晶ディスプレイのオーバードライブ装置のその他の変化と実施型式
は以下に詳細に説明する。
【００１６】
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　本発明はまた液晶ディスプレイのオーバードライブ方法を提供する。
【００１７】
　本発明の各種の特徴と長所は以下の実施例で詳細に説明し並びによく理解されるように
図を参照しながら説明する。そのうち、同じ部品については同じ参考符号を用いている。
【００１８】
　以下の実施例中、波形（ｗａｖｅ　ｆｏｒｍ）をツールとして、その液晶に印加する電
圧及び液晶光学応答経路と行為を記述して本発明の長所と特徴について説明する。
【００１９】
　図３は（ａ）図から（ｃ）の三つの図が一つに表示されてなる。（ａ）図から（ｃ）図
は本発明の液晶オーバードライブ装置により発生する制御電圧パルス波形、駆動電圧パル
ス波形、及び液晶光学応答特性曲線の対応図である。この図３中の（ａ）図から（ｃ）図
の横軸は時間、その単位はｍｓ、その縦軸はｃｏｄｅを表示単位とする。図３中の（ｂ）
図に示される波形は入力制御線に印加される制御電圧パルスを代表し、図３中の（ｃ）図
に示される波形は入力データ線に印加される駆動電圧パルスを代表し、図３中の（ａ）図
は本発明のオーバードライブ装置が以上の二種類の波形に結合されて出力する駆動電圧パ
ルスの波形である。図３中の（ａ）図から（ｃ）図を相互に対照するのに便利なように、
その時間横軸は図３中の（ｃ）図の下に描かれ、図３中の（ａ）図から（ｃ）図が共同使
用している。且つ説明しやすいように、この時間はフレーム時間（ｆｒａｍｅ　ｔｉｍｅ
）を単位として第（Ｎ－１）図、Ｎ、（Ｎ＋１）図個のフレーム時間区画（ｐａｒｔｉｔ
ｉｏｎ）に分割ｓａｒｅ、曲線（ａ）、（ｂ）はそれぞれ液晶分子が異なる駆動電圧を印
加された時の光学応答経路特性曲線を代表する。この光学応答は通常この液晶が現出する
輝度（ｌｕｍｉｎａｎｃｅ）とされ、その単位はｎｉｔｓ（カンデラ／平方メートル；ｃ
ｄ／ｍs2）である。
【００２０】
　以下に四つの実施例中に示される電気回路図、液晶コントローラ画素ユニットの制御電
圧パルス波形、駆動電圧パルス波形、及びその発生する液晶光学応答特性曲線により本発
明の液晶ディスプレイオーバードライブ方法と装置について説明する。
【実施例１】
【００２１】
　以下に図４中の（ａ）図、（ｂ）図及び図５中の（ａ）図及び（ｂ）図を参照して本発
明を説明する。先ず、図４中の（ａ）図は、本実施例の複数のゲート線とデータ線の交点
が構成する画素アレイ、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバが構成する駆
動回路を示す。図４中、（ｂ）図は本実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置
を示す。
　駆動装置：
　図４中、（ａ）図と（ｂ）図より分かるように、この液晶ディスプレイのオーバードラ
イブ装置は、第１入力制御線（Ｇ1 ）、第２入力制御線（Ｇ1'）、第１入力データ線（Ｄ

1 ）、第２入力データ線（Ｄ1'）、第１コンデンサ（ＣS ）、第２コンデンサ（ＣLC）、
駆動電圧出力線（図示せず）、第１トランジスタ（Ｑ）、第２トランジスタ（Ｑ’）を具
えている。
　該第１トランジスタ（Ｑ）は第１入力制御線（Ｇ1 ）に接続された第１ゲートと、第１
入力データ線（Ｄ1 ）に接続された第１ソースと、駆動電圧出力線及び第１コンデンサ（
ＣS ）及び第２トランジスタ（Ｑ’）のドレインに接続された第１ドレインを具えている
。
　該第２トランジスタ（Ｑ’）は、第２入力制御線（Ｇ1'）に接続された第２ゲートと、
第２入力データ線（Ｄ1'）に接続された第２ソースと、第１トランジスタ（Ｑ）のドレイ
ンと第２コンデンサ（ＣLC）及び駆動電圧出力線に接続された第２ドレインとを具えてい
る。
　第１コンデンサ及び第２コンデンサはそれぞれ保存コンデンサと液晶等価コンデンサと
されそれぞれ接地し、該駆動電圧出力線がオーバードライブ電圧をＬＣＤパネルの画素に
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出力して画像を表示するのに用いられる。その特徴は、これら第１と第２入力制御線が一
つのゲートドライバに接続され、これら第１と第２入力データ線が一つのデータドライバ
に接続されたことにある。
　及び、第１と第２制御信号のサイクルパルス波形の間の時間差はｎ個のパルスのｎ本走
査線間の時間差とされ、調整可能とされる。
　さらに、図５中の（ａ）図から（ｅ）図を参照されたい。それは示波器上に表示される
波形を表示する。それは図４中、（ａ）図と（ｂ）図に示される装置が発生する各種の波
形とされる。この装置の制御電圧パルスがＧ1 の時（図５中（ｂ）図）、その対応する駆
動電圧パルスはＤ1 （図５中（ｄ）図）である。この装置の制御電圧パルスが他Ｇ1'の時
（図５中（ｃ）図）、その対応する駆動電圧パルスはＤ1'（図５中（ｅ）図）である。本
発明のオーバードライブ装置が液晶に対して発生する実際の組合せ出力駆動電圧パルスは
ＶLC（図５中（ａ）図）である。
　ここで再度強調して説明すべきことは、これら駆動電圧はその印加時に瞬間的にその目
標電圧を達成しうるが、液晶分子は印加電圧を受けた後に、ある応答時間があってはじめ
てその目標光学応答位置を達成することができ、これは液晶自身の材料特性によりもたら
されるものである。
　駆動方法：
　以下に本発明の第１実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の駆動方法につ
いて説明する。それは以下のステップを有する：
　サイクルパルス波形を有する第１制御信号（Ｇ1 ）を第１トランジスタ（Ｑ）のゲート
に提供するステップ、
　サイクルパルス波形を有する第２制御信号（Ｇ1'）を第２トランジスタ（Ｑ' ）のゲー
トに提供するステップ、該第２制御信号（Ｇ1'）は位相遅延のほかは第１制御信号（Ｇ1 
）と同じである、
　第１データ信号（Ｄ1 ）を該第１トランジスタ（Ｑ）のソースに提供し、該第１制御信
号（Ｇ1 ）にトリガされる時、該回路が第１データ信号（Ｄ1 ）を駆動電圧出力線にフィ
ードするステップ、
　第２データ信号（Ｄ1'）を第２トランジスタ（Ｑ' ）のソースに提供し、第２制御信号
（Ｇ1'）にトリガされる時、該回路が第２データ信号（Ｄ1'）を駆動電圧出力線にフィー
ドするステップ、
　以上のステップにより発生した出力駆動電圧を画素に出力し画像を表示するステップ。
　波形分析：
　以下に図５の（ａ）図から（ｅ）図を参考にして詳細に本発明の第１実施例の図４の（
ａ）図及び（ｂ）図の液晶オーバードライブ装置の発生する制御電圧パルスＧ1 、Ｇ1'と
駆動電圧パルスＤ1 、Ｄ1'、ＶLCの波形間の関係について説明する。以下の討論中の駆動
電圧Ｖ0 、Ｖ1 、Ｖ2 、Ｖ3 は一種のコード（ｃｏｄｅ）により表示される電圧値である
。
　通常交流電力（ＡＣ）を液晶に対する駆動電圧として使用するため、その制御と駆動過
程中に正負の位相が交替出現する現象がある（即ち駆動電圧パルスＤ1 、Ｄ1'及びＶLCの
波形に参考電圧ＶCOM に対する正負位相が交替出現する現象）。
　これらの波形は例えば以下の方式を用いて、Ａ１からＡ６の時間順序により循環重複す
る。時間点Ａ１の前の第Ｎ－１個のフレーム中の駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ0'（ｃｏｄ
ｅ３２）で、且つ駆動電圧パルスＶLCの値Ｖ0'で、（ｃｏｄｅ３２）は負極性である。時
間点Ａ１で第Ｎ個のフレームに進入開始し、この時駆動電圧パルスＤ1 の値は上昇してＶ

1 となり（ｃｏｄｅ２００）、制御電圧パルスＧ1 の作用により、この液晶オーバードラ
イブ装置の発生する出力駆動電圧パルスＶLCの値もまた上昇してＶ1 となり（ｃｏｄｅ２
００）正極性となり、且つ時間点Ａ２までそれを保持する。その後、時間が時間点Ａ２に
進むと、この時、駆動電圧パルスＤ1'の値はＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり、正極性であ
り、制御電圧パルスＧ1'の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ1 （ｃｏｄ
ｅ２００）よりＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）に下降し、その値は時間点Ａ３まで保持される。
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その後、時間が時間点Ａ３に進む。この時第Ｎ＋１個のフレームへの進入開始し、この時
、駆動電圧パルスＤ1 の値は下降しＶ2 ' （ｃｏｄｅ１２０）となり、負極性となり、制
御電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値は瞬間的にＶ2 ’（ｃｏｄｅ１
２０）に下降し、それは負極性で、時間点Ａ４まで保持される。その後、時間点Ａ４に至
ると、この時、駆動電圧パルスＶLCの値は依然としてもとの準位のＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２
０）に時間点Ａ５に至るまで保持される。その後、時間が時間点Ａ５に至ると、第Ｎ＋２
個のフレームに進入開始し、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 に上昇し（ｃｏｄｅ
１２０）、制御電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的に上昇し
てＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり正極性となり、これを時間点Ａ６まで保持する。
　時間点Ａ６の後のその他の各時間点の制御電圧パルスＧ1 、Ｇ1'、駆動電圧パルスＤ1 
、Ｄ1'及びＶLCの変化はいずれも以上の説明に照らして容易に推察できる。
　図５の（ａ）図に示される曲線（ａ）はオーバードライブ実施時のフレーム時間が５ｍ
ｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｂ）はオーバードライブ実施時のフ
レーム時間が１６ｍｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｃ）はオーバー
ドライブ未実施状況での液晶光学応答特性曲線である。
　図５の（ｂ）図中の第Ｎ個のフレーム中のパルスＧ1 部分に示されるｎはｎ個のパルス
を表示し、それは同一フレーム中の制御電圧パルスＧ1 とＧ1'にｎ本の走査線の時間差が
あることを示す。即ち、この画素の観点から観ると、第１個のＧ1 パルスの後に、ｎ個の
Ｇ1 パルスの後でなければもう一つの制御電圧パルスＧ1'を入力できないことを示す。こ
のｎの代表する時間インターバルの長さは設計者が液晶材料特性等の実際の必要により適
宜調整を行ない、黒線を走査してＣＲＴディスプレイのパルス式画像表示の効果を確実に
シュミレートできるようにする。これが本考案の周知の技術より優れた最大の特徴である
。
【実施例２】
【００２２】
　以下に図６中の（ａ）図、（ｂ）図及び図７中の（ａ）図から（ｇ）図を参照して本発
明の第２実施例を説明する。先ず、図６中の（ａ）図は、本実施例の複数のゲート線とデ
ータ線の交点が構成する画素アレイ、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバ
が構成する駆動回路を示す。図６中、（ｂ）図は本実施例の液晶ディスプレイのオーバー
ドライブ装置を示す。
　駆動装置：
　図６中、（ａ）図と（ｂ）図より分かるように、この液晶ディスプレイのオーバードラ
イブ装置は、第１入力制御線（Ｇ1 ）、第２入力制御線（Ｇ1'）、第１入力データ線（Ｄ

1 ）、第２入力データ線（Ｄ1'）、第３入力データ線（Ｄ’）、第４入力データ線（Ｄ）
、第５入力データ線（ＤS ）、第１コンデンサ（ＣS ）、第２コンデンサ（ＣLC）、第３
トランジスタ（Ｑ３）、第４トランジスタ（Ｑ４）、駆動電圧出力線（図示せず）、第１
トランジスタ（Ｑ）、第２トランジスタ（Ｑ’）を具えている。
　該第１トランジスタ（Ｑ）は第１入力制御線（Ｇ1 ）に接続された第１ゲートと、第１
入力データ線（Ｄ1 ）に接続された第１ソースと、駆動電圧出力線及び第１コンデンサ（
ＣS ）及び第２トランジスタ（Ｑ’）のドレインに接続された第１ドレインを具えている
。
　該第２トランジスタ（Ｑ’）は、第２入力制御線（Ｇ1'）に接続された第２ゲートと、
第２入力データ線（Ｄ1'）に接続された第２ソースと、第１トランジスタ（Ｑ）のドレイ
ンと第２コンデンサ（ＣLC）及び駆動電圧出力線に接続された第２ドレインとを具えてい
る。
　第１コンデンサ及び第２コンデンサはそれぞれ保存コンデンサと液晶等価コンデンサと
されそれぞれ接地し、該駆動電圧出力線がオーバードライブ電圧をＬＣＤパネルの画素に
出力して画像を表示するのに用いられる。その特徴は、これら第１と第２入力制御線（Ｇ

1 、Ｇ1'）が一つのゲートドライバに接続され、及びこれら第１と第２入力データ線（Ｄ

1 、Ｄ1'）がそれぞれ並列に接続された第３と第４トランジスタ（Ｑ３、Ｑ４）のドレイ
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ンに接続され、この並列に接続された第３と第４トランジスタのソースが一つのデータド
ライバに接続され、そのゲートがそれぞれ第３と第４入力データ線（Ｄ、Ｄ’）に接続さ
れ、且つ、第１と第２制御信号Ｇ1 、Ｇ1'のサイクルパルス波形の間の時間差はｎ個のパ
ルスのｎ本の走査線間の時間差であり、調整可能であることである。
　駆動方法：
　以下に本発明の第２実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の駆動方法につ
いて説明する。それは以下のステップを有する：
　サイクルパルス波形を有する第１制御信号（Ｇ1 ）を第１トランジスタのゲートに提供
するステップ、
　サイクルパルス波形を有する第２制御信号（Ｇ1'）を第２トランジスタのゲートに提供
するステップ、該第２制御信号（Ｇ1'）は位相遅延のほかは第１制御信号と同じである、
　第５データ信号（Ｄ1 ）を並列に接続された第３トランジスタ（Ｑ３）と第４トランジ
スタ（Ｑ４）のソースに提供するステップ、
　第３データ信号（Ｄ’）を第３トランジスタ（Ｑ３）のゲートに提供し、そのドレイン
に発生する電圧パルスを第１トランジスタ（Ｑ）のソースに提供して第１データ信号（Ｄ

1 ）となし、該第１トランジスタ（Ｑ１）が該第１制御信号（Ｇ1 ）にトリガされる時、
該回路が第１データ信号（Ｄ1 ）を該駆動電圧出力線にフィードするステップ、
　該第４データ信号（Ｄ）を第４トランジスタ（Ｑ４）のソースに提供し、そのドレイン
が発生する電圧パルス信号を第２トランジスタ（Ｑ' ）のソースに提供して第２データ信
号（Ｄ1'）となし、第２トランジスタ（Ｑ' ）が該第２制御信号（Ｇ1'）にトリガされる
時、この回路が第２データ信号（Ｄ1'）を駆動電圧出力線にフィードするステップ、
　以上のステップで発生する出力駆動電圧を画素に出力して画像を表示するステップ
　波形分析：
　以下に図７の（ａ）図から（ｇ）図を参考にして詳細に本発明の第２実施例の図６の（
ａ）図及び（ｂ）図の液晶オーバードライブ装置の発生する制御電圧パルスＧ1 、Ｇ1'と
駆動電圧パルスＤ1 、Ｄ1'、ＶLCの波形間の関係について説明する。
　通常交流電力（ＡＣ）を液晶に対する駆動電圧として使用するため、その制御と駆動過
程中に正負の位相が交替出現する現象がある（即ち駆動電圧パルスＤ1 、Ｄ1'及びＶLCの
波形に参考電圧ＶCOM に対する正負位相が交替出現する現象）。
　これらの波形は例えば以下の方式を用いて、Ａ１からＡ６の時間順序により循環重複す
る。時間点Ａ１の前の第Ｎ－１個のフレーム中の駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ0'（ｃｏｄ
ｅ３２）で、且つ駆動電圧パルスＶLCの値Ｖ0'（ｃｏｄｅ３２）である。時間点Ａ１で第
Ｎ個のフレームに進入開始し、この時駆動電圧パルスＤ1 の値は上昇してＶ1 となり（ｃ
ｏｄｅ２００）、制御電圧パルスＧ1 の作用により、この液晶オーバードライブ装置の発
生する出力駆動電圧パルスＶLCの値もまた上昇してＶ1 となり（ｃｏｄｅ２００）、且つ
時間点Ａ２までそれを保持する。その後、時間が時間点Ａ２に進むと、この時、駆動電圧
パルスＤ1'の値はＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり、正極性であり、制御電圧パルスＧ1'の
作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ1 （ｃｏｄｅ２００）よりＶ2 （ｃｏ
ｄｅ１２０）に下降し、正極性とされ、その値は時間点Ａ３まで保持される。その後、時
間が時間点Ａ３に進む。この時第Ｎ＋１個のフレームへの進入開始し、この時、駆動電圧
パルスＤ1 の値は下降しＶ2 ' （ｃｏｄｅ１２０）となり、制御電圧パルスＧ1 の作用に
より、駆動電圧パルスＶLCの値は瞬間的にＶ1 ’（ｃｏｄｅ１２０）に下降し、時間点Ａ
４まで保持される。その後、時間点Ａ４に至ると、この時、駆動電圧パルスＶLCの値はＶ

2 ’（ｃｏｄｅ１２０）に時間点Ａ５に至るまで保持される。その後、時間が時間点Ａ５
に至ると、第Ｎ＋２個のフレームに進入開始し、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 
に上昇し（ｃｏｄｅ１２０）、制御電圧パルスＧ1'の作用により、駆動電圧パルスＶLCの
値が瞬間的に上昇してＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり、これを時間点Ａ６まで保持する。
　時間点Ａ６の後のその他の各時間点の制御電圧パルスＧ1 、Ｇ1'、駆動電圧パルスＤ1 
、Ｄ1'及びＶLCの変化はいずれも以上の説明に照らして容易に推察できる。
　図７の（ａ）図に示される曲線（ａ）はオーバードライブ実施時のフレーム時間が５ｍ
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ｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｂ）はオーバードライブ実施時のフ
レーム時間が１６ｍｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｃ）はオーバー
ドライブ未実施状況での液晶光学応答特性曲線である。
　図７の（ｂ）図中の第Ｎ個のフレーム中のパルスＧ1'部分に示されるｎはｎ個のパルス
を表示し、それは同一フレーム中の制御電圧パルスＧ1 とＧ1'にｎ本の走査線の時間差が
あることを示す。即ち、この画素の観点から観ると、第１個のＧ1 パルスの後に、ｎ個の
Ｇ1 パルスの後でなければもう一つの制御電圧パルスＧ1'を入力できないことを示す。こ
のｎの代表する時間インターバルの長さは設計者が液晶材料特性等の実際の必要により適
宜調整を行ない、黒線を走査してＣＲＴディスプレイのパルス式画像表示の効果を確実に
シュミレートできるようにする。これが本考案の周知の技術より優れた最大の特徴である
。
　本実施例の以上の液晶オーバードライブ装置の出力する駆動電圧パルスＶLCの波形は説
明しやすいように実施例１と同じとされ、説明過程中に複雑過ぎて理解が難しくなる状況
を防止している。しかし設計者は実際の必要に応じてこの波形設計を各種変化を具備する
波形に設計することができる。
【実施例３】
【００２３】
　以下に図８中の（ａ）図、（ｂ）図及び図９中の（ａ）図から（ｄ）図を参照して本発
明の第３実施例を説明する。先ず、図８中の（ａ）図は、本実施例の複数のゲート線とデ
ータ線の交点が構成する画素アレイ、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバ
が構成する駆動回路を示す。図８中、（ｂ）図は本実施例の液晶ディスプレイのオーバー
ドライブ装置を示す。
　駆動装置：
　図８中、（ａ）図と（ｂ）図より分かるように、この液晶ディスプレイのオーバードラ
イブ装置は、第１入力制御線（Ｇ1 ）、第２入力制御線（Ｇm ）、第１入力データ線（Ｄ

1 ）、第１コンデンサ（ＣS ）、第２コンデンサ（ＣLS）、駆動電圧出力線、第１トラン
ジスタ（Ｑ）を具えている。
　該第１トランジスタ（Ｑ）は、第１入力制御線（Ｇ1 ）或いは第２入力制御線（Ｇm ）
に接続されたゲート、第１入力データ線（Ｄ1 ）に接続されたソース、及び、駆動電圧出
力線と二つの並列に接続されたコンデンサ（ＣS 、ＣLS）に接続されたドレインを具えて
いる。
　該第１コンデンサと第２コンデンサはそれぞれ保存コンデンサと液晶等価コンデンサと
されそれぞれ接地し、該駆動電圧出力線はオーバードライブ電圧をＬＣＤパネルの画素に
出力して画像を表示するのに用いられる。
　その特徴は、入力データ線が一つのデータドライバに接続され、入力制御線がゲートド
ライバに接続され、該ゲートドライバが出力許可（ＯＥ；ｏｕｔｐｕｔ　ｅｎａｂｌｅ）
入力線と開始水平パルス（ＳＴＨ；ｓｔａｒｔ　ｐｕｌｓｅ　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ）入
力線を具え、且つこれら入力線を通して関係信号を受け取って該入力制御線の同期制御電
圧パルスＧ１、Ｇｍを発生し、入力制御線を通してトランジスタ（Ｑ）のゲートに供給し
、その制御により発生する駆動電圧パルスＶLCがスクリーン上で相互にｍ本の走査線隔た
った２本の同期走査線を同時に発生して画像を表示することにある。
　駆動方法：
　以下に本発明の第３実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の駆動方法につ
いて説明する。それは以下のステップを有する：
　サイクルパルス波形を有する第１制御信号（Ｇ１）を第１トランジスタ（Ｑ１）のソー
スに提供するステップ、
　ＯＥとＳＴＨ制御信号を該ゲートドライバに提供して該ゲートドライバが同期制御信号
Ｇ１、Ｇｍを発生するのを許可して第１トランジスタ（Ｑ１）のゲートに提供させるステ
ップ、
　これら同期制御信号Ｇ１、Ｇｍにトリガされる時、この回路がデータ信号を該駆動電圧
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出力線にフィードするステップ、
　以上のステップで発生した出力駆動電圧を画素に提供し画像を表示するステップ、
　波形分析：
　以下に図９の（ａ）図から（ｄ）図を参考にして詳細に本発明の第３実施例の図８の（
ａ）図及び（ｂ）図の液晶オーバードライブ装置の発生する制御電圧パルスＧ1 、Ｇｍと
駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係について説明する。
　通常交流電力（ＡＣ）を液晶に対する駆動電圧として使用するため、その制御と駆動過
程中に正負の位相が交替出現する現象がある（即ち駆動電圧パルスＤ1 、Ｄ1'及びＶLCの
波形に参考電圧ＶCOM に対する正負位相が交替出現する現象）。
　これらの波形は例えば以下の方式を用いて、Ａ１からＡ６の時間順序により循環重複す
る。時間点Ａ１の前の第Ｎ－１個のフレーム中の駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ0'（ｃｏｄ
ｅ３２）で、且つ駆動電圧パルスＶLCの値Ｖ0'（ｃｏｄｅ３２）は負極性である。時間点
Ａ１で第Ｎ個のフレームに進入開始し、この時駆動電圧パルスＤ1 の値は上昇してＶ1 と
なり（ｃｏｄｅ２００）、制御電圧パルスＧ1 の作用により、この液晶オーバードライブ
装置の発生する出力駆動電圧パルスＶLCの値もまた上昇してＶ1 となり（ｃｏｄｅ２００
）、且つ時間点Ａ２までそれを保持する。その後、時間が時間点Ａ２に進むと、この時、
駆動電圧パルスＤ1'の値はＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり、制御電圧パルスＧ1 の作用に
より、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ1 （ｃｏｄｅ２００）よりＶ2 （ｃｏｄｅ１
２０）に下降し、正極性であり、その値は時間点Ａ３まで保持される。その後、時間が時
間点Ａ３に進む。この時第Ｎ＋１個のフレームへの進入開始し、この時、駆動電圧パルス
Ｄ1 の値は下降しＶ2 ' （ｃｏｄｅ１２０）となり、制御電圧パルスＧ1 の作用により、
駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）に下降し、負極性となり、
時間点Ａ４まで保持される。その後、時間点Ａ４に至ると、この時、駆動電圧パルスＤ1 
の値はＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）で制御電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶ

LCの値はもとの準位のＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）に時間点Ａ５に至るまで保持される。そ
の後、時間が時間点Ａ５に至ると、第Ｎ＋２個のフレームに進入開始し、この時、駆動電
圧パルスＤ1 の値はＶ2 に上昇し（ｃｏｄｅ１２０）、制御電圧パルスＧ1 の作用により
、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的に上昇してＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり、正極性と
なりこれを時間点Ａ６まで保持する。
　時間点Ａ６の後のその他の各時間点の制御電圧パルスＧ1 、駆動電圧パルスＤ1 及びＶ

LCの変化はいずれも以上の説明に照らして容易に推察できる。
　図９の（ａ）図に示される曲線（ａ）はオーバードライブ実施時のフレーム時間が５ｍ
ｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｂ）はオーバードライブ実施時のフ
レーム時間が１６ｍｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｃ）はオーバー
ドライブ未実施状況での液晶光学応答特性曲線である。図９の（ｃ）図中のＨｓｙｎｃは
制御電圧パルスＧ1 とＧm が同期信号であることを表示する。
　本実施例の設計によると、制御電圧パルスＧ1 とＧm が同期の制御電圧パルスであり、
Ｇm の制御で発生する走査線とＧ1 の制御で発生する走査線はスクリーン上でｍ－１本の
走査線のインターバルを有し、この二種類の走査線がスクリーン上で同期方式で走査を行
なう。該制御電圧パルスＧm と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係は、上述の制御
電圧パルスＧ1 と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係（即ち、図９の（ａ）図から
（ｄ）図で説明したとおり）と同じであるため、重複した説明は行なわない。
　本実施例の液晶オーバードライブ装置の出力する駆動電圧パルスＶLCの波形は説明と理
解のために実施例１と同じとされて、説明過程中に複雑過ぎて理解が難しくなる状況を防
止している。しかし設計者は実際の必要に応じてこの波形設計を各種変化を具備する波形
に設計することができる。
　ここで特に強調しなければならないことは、この液晶駆動電圧パルスＶLCの値が正極性
或いは負極性のいずれであっても、ただそれが設定された目標準位を達成することができ
れば、いずれも液晶光学反応のオーバードライブの目的と効果を達成できるということで
ある。



(12) JP 2008-242478 A 2008.10.9

10

20

30

40

50

　このほか、本発明の設計の特徴によると、同一フレーム（例えば第Ｎ個のフレーム）中
の二つの相互に連続する制御電圧パルスＧ1 （図９中、（ｂ）図）とＧm （図９中、（ｃ
）図）の間のインターバルｍは実際に達成したい効果と設計により必要に応じて調整でき
ることであり、これが本発明の重要な特徴であり、現在ある関係技術にはないことである
。
【実施例４】
【００２４】
［請求項１に係る発明］
　以下に図１０中の（ａ）図、（ｂ）図及び図１１中の（ａ）図から（ｅ）図を参照して
本発明の第４実施例を説明する。この第４実施例と以下に説明する第５実施例の装置はい
ずれも図１０の（ａ）図及び（ｂ）図を使用して説明され、その目的は、同じ装置を使用
して異なる制御方法でスクリーン上に異なる表示効果を達成できることを説明するためで
ある。
　まず、図１０中の（ａ）図は、本実施例の複数のゲート線とデータ線の交点が構成する
画素アレイ、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバが構成する駆動回路を示
す。図１０中、（ｂ）図は本実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置を示す。
　駆動装置：
　図１０中、（ａ）図と（ｂ）図より分かるように、この液晶ディスプレイのオーバード
ライブ装置は、第１入力制御線（Ｇ1 ）、第２入力制御線（Ｇm+1 ）、第３入力制御線（
Ｇ2m+1）、入力データ線（Ｄ1 ）、第１コンデンサ（ＣS ）、第２コンデンサ（ＣLS）、
駆動電圧出力線、第１トランジスタ（Ｑ１）を具えている。
　該第１トランジスタ（Ｑ１）は、第１入力制御線（Ｇ1 ）或いは第２入力制御線（Ｇm+

1 ）或いは第３入力制御線（Ｇ2m+1）に接続されたゲート、入力データ線（Ｄ1 ）に接続
されたソース、及び、駆動電圧出力線と二つの並列に接続されたコンデンサ（ＣS 、ＣLS

）に接続されたドレインを具えている。
　該第１コンデンサと第２コンデンサはそれぞれ保存コンデンサと液晶等価コンデンサと
されそれぞれ接地し、該駆動電圧出力線はオーバードライブ電圧をＬＣＤパネルの画素に
出力して画像を表示するのに用いられる。
　その特徴は、入力データ線が一つのデータドライバに接続され、入力制御線がゲートド
ライバに接続され、該ゲートドライバが第１、第２及び第３出力許可（ＯＥ；ｏｕｔｐｕ
ｔ　ｅｎａｂｌｅ）入力線と開始水平パルス（ＳＴＨ；ｓｔａｒｔ　ｐｕｌｓｅ　ｈｏｒ
ｉｚｏｎｔａｌ）入力線を具え、且つこれら入力線を通して関係信号を受け取り、これら
ゲートドライバの入力するＯＥ信号の制御により、これらゲートドライバの出力に同期の
二組の制御電圧パルスを発生させ、それは以下の三組の制御電圧パルスより選出される。
即ち、（１）（Ｇ1 、Ｇm ）、（２）（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（３）（Ｇ2m+1、Ｇ3m）。この
三組の制御電圧パルスより選出されて組み合わされた二組の制御電圧パルス（１，３）或
いは（１，２）或いは（２，３）が循環交替モードでそれが対応する第１、第２或いは第
３入力制御線を通してこれらトランジスタ（Ｑ１）のゲートに供給される。
　その制御により発生する駆動電圧パルスＶLCはスクリーン上で画素を循環交替モードで
駆動し、第１から第２ｍ＋１線より開始して同時に２ｍ走査線のインターバルを有する２
本の走査線を発生し、画像を表示する。
　駆動方法：
　以下に本発明の第４実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の駆動方法につ
いて説明する。それは以下のステップを有する：
　サイクルパルス波形を有するデータ信号（Ｄ1 ）をトランジスタ（Ｑ１）のソースに提
供するステップ、
　ＯＥとＳＴＨ制御信号をゲートドライバの第１、第２及び第３ＯＥ入力線とＳＴＨ入力
線に提供し、且つこれら入力線を通して関係信号を受け取るステップ。これらゲートドラ
イバの入力するＯＥ信号の制御により、これらゲートドライバの出力端に同期の二組の制
御電圧パルスを発生させ、それは以下の三組の制御電圧パルスより選出され、即ち、（１
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）（Ｇ1 、Ｇm ）、（２）（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（３）（Ｇ2m+1、Ｇ3m）であり、この三組
の制御電圧パルスより選出されて組み合わされた二組の制御電圧パルス（１，３）或いは
（１，２）或いは（２，３）が循環交替モードでそれが対応する第１、第２或いは第３入
力制御線を通してこれらトランジスタ（Ｑ１）のゲートに供給される。
　その特徴は、これら二組の同期制御信号（１，３）或いは（１，２）或いは（２，３）
にトリガされる時、この回路がデータ信号を駆動電圧出力線にフィードし、及び、
　以上のステップで発生した出力駆動電圧がこれら画素に出力されてスクリーン上に第１
から第２ｍ＋１の走査線より開始して循環交替モードで相互に２ｍの走査線隔たった２本
の同期走査線を発生し、画像を表示する。
　波形分析：
　以下に図１１の（ａ）図から（ｅ）図を参考にして詳細に本発明の第４実施例の図１０
の（ａ）図及び（ｂ）図の液晶オーバードライブ装置の発生する制御電圧パルス（Ｇ1 、
Ｇm ）、（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（Ｇ2m+1、Ｇ3m）と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関
係について説明する。
　通常交流電力（ＡＣ）を液晶に対する駆動電圧として使用するため、その制御と駆動過
程中に正負の位相が交替出現する現象がある（即ち駆動電圧パルスＤ1 、Ｄ1'及びＶLCの
波形に参考電圧ＶCOM に対する正負位相が交替出現する現象）。
　これらの波形は例えば以下の方式を用いて、Ａ１からＡ６の時間順序により循環重複す
る。時間点Ａ１の前の第Ｎ－１個のフレーム中の駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ0'（ｃｏｄ
ｅ３２）で、且つ駆動電圧パルスＶLCの値Ｖ2'（ｃｏｄｅ３２）で負極性である。時間点
Ａ１で第Ｎ個のフレームに進入開始し、この時駆動電圧パルスＤ1 の値は上昇してＶ1 と
なり（ｃｏｄｅ２００）、制御電圧パルスＧ1 の作用により、この液晶オーバードライブ
装置の発生する出力駆動電圧パルスＶLCの値もまた上昇してＶ1 となり（ｃｏｄｅ２００
）、正極性となり、且つ時間点Ａ２までそれを保持する。その後、時間が時間点Ａ２に進
むと、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値は下降してＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり、制御
電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ1 （ｃｏｄｅ２００
）よりＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）に下降するが、正極性であり、その値は時間点Ａ３まで保
持される。その後、時間が時間点Ａ３に進む。この時第Ｎ＋１個のフレームに進入開始し
、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値は下降しＶ2 ' （ｃｏｄｅ１２０）となり、制御電圧
パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）
に下降し、負極性となり、時間点Ａ４まで保持される。その後、時間点Ａ４に至ると、こ
の時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）で制御電圧パルスＧ1 の作用
により、駆動電圧パルスＶLCの値はもとの準位のＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）に時間点Ａ５
に至るまで保持される。その後、時間が時間点Ａ５に至ると、第Ｎ＋２個のフレームに進
入開始し、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 に上昇し（ｃｏｄｅ１２０）、制御電
圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的に上昇してＶ2 （ｃｏｄｅ
１２０）となり、正極性となりこれを時間点Ａ６まで保持する。
　時間点Ａ６の後のその他の各時間点の制御電圧パルスＧ1 、Ｇm+1 、Ｇ2m+1、駆動電圧
パルスＤ1 及びＶLCの変化はいずれも以上の説明に照らして容易に推察できる。
　図１１の（ａ）図に示される曲線（ａ）はオーバードライブ実施時のフレーム時間が５
ｍｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｂ）はオーバードライブ実施時の
フレーム時間が１６ｍｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｃ）はオーバ
ードライブ未実施状況での液晶光学応答特性曲線である。
　本実施例の目的は、スクリーン上に２本の同期走査線を展開することにあり、それは図
１１中の（ａ）図、（ｂ）図、（ｃ）図に示されるようであり、Ｇ1 、Ｇm+1 、Ｇ2m+1は
同期制御電圧パルスであり、その制御により発生した駆動電圧パルスがスクリーン上で二
組の走査線を発生し、それは相互に２ｍ本走査線のインターバルを以て同期走査を行なう
。
　これにより、本実施例の設計によると、Ｇ2m+1とＧ1 が同期の制御電圧パルスであり、
Ｇ2m+1の制御により発生する走査線とＧ1 の制御により発生する走査線がスクリーン上で
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２ｍ本走査線のインターバルを有し、この二組の走査線がスクリーン上で同期方式で走査
を行なう。即ち、スクリーン上の第１本の走査線と第２ｍ＋１本の走査線より走査開始す
る。この制御電圧パルスＧ2m+1と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係は、制御電圧
パルスＧ1 と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係（即ち、図１１の（ａ）図から（
ｅ）図で説明したとおり）と同じであるため、重複した説明は行なわない。
　本実施例の液晶オーバードライブ装置の出力する駆動電圧パルスＶLCの波形は説明と理
解のために実施例１と同じとされて、説明過程中に複雑過ぎて理解が難しくなる状況を防
止している。しかし設計者は実際の必要に応じてこの波形設計を各種変化を具備する波形
に設計することができる。
【実施例５】
【００２５】
　以下に図１０中の（ａ）図、（ｂ）図及び図１２中の（ａ）図から（ｅ）図を参照して
本発明の第５実施例を説明する。この第５実施例と前述の第４実施例の装置はいずれも図
１０の（ａ）図及び（ｂ）図を使用して説明され、その目的は、同じ装置を使用して異な
る制御方法でスクリーン上に異なる表示効果を達成できることを説明するためである。
　まず、図１０中の（ａ）図は、本実施例の複数のゲート線とデータ線の交点が構成する
画素アレイ、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバが構成する駆動回路を示
す。図１０中、（ｂ）図は本実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置を示す。
　駆動装置：
　図１０中、（ａ）図と（ｂ）図より分かるように、この液晶ディスプレイのオーバード
ライブ装置は、第１入力制御線（Ｇ1 ）、第２入力制御線（Ｇm+1 ）、第３入力制御線（
Ｇ2m+1）、入力データ線（Ｄ1 ）、第１コンデンサ（ＣS ）、第２コンデンサ（ＣLS）、
駆動電圧出力線、第１トランジスタ（Ｑ１）を具えている。
　該第１トランジスタ（Ｑ１）は、第１入力制御線（Ｇ1 ）或いは第２入力制御線（Ｇm+

1 ）或いは第３入力制御線（Ｇ2m+1）に接続されたゲート、入力データ線（Ｄ1 ）に接続
されたソース、及び、駆動電圧出力線と二つの並列に接続されたコンデンサ（ＣS 、ＣLS

）に接続されたドレインを具えている。
　該第１コンデンサと第２コンデンサはそれぞれ保存コンデンサと液晶等価コンデンサと
されそれぞれ接地し、該駆動電圧出力線はオーバードライブ電圧をＬＣＤパネルの画素に
出力して画像を表示するのに用いられる。
　その特徴は、入力データ線が一つのデータドライバに接続され、入力制御線がゲートド
ライバに接続され、該ゲートドライバが第１、第２及び第３出力許可（ＯＥ；ｏｕｔｐｕ
ｔ　ｅｎａｂｌｅ）入力線と開始水平パルス（ＳＴＨ；ｓｔａｒｔ　ｐｕｌｓｅ　ｈｏｒ
ｉｚｏｎｔａｌ）入力線を具え、且つこれら入力線を通して関係信号を受け取り、これら
ゲートドライバの入力するＯＥ信号の制御により、これらゲートドライバの出力に同期の
三組の制御電圧パルスを発生させ、それは以下の三組の制御電圧パルスで構成される。即
ち、（１）（Ｇ1 、Ｇm ）、（２）（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（３）（Ｇ2m+1、Ｇ3m）。この三
組の制御電圧パルスが対応する第１、第２或いは第３入力制御線を通してこれらトランジ
スタ（Ｑ１）のゲートに供給される。これら三組の同期制御信号（１，２，３）にトリガ
される時、この回路はデータ信号を駆動電圧出力線にフィードし、及び、その制御により
発生する駆動電圧パルスＶLCが画素を駆動してスクリーン上にあって相互にｍ本の走査線
隔たった三本の同期走査線を発生し、画像を表示する。
　駆動方法：
　以下に本発明の第５実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の駆動方法につ
いて説明する。それは以下のステップを有する：
　サイクルパルス波形を有するデータ信号（Ｄ1 ）をトランジスタ（Ｑ１）のソースに提
供するステップ、
　ＯＥとＳＴＨ制御信号をゲートドライバの第１、第２及び第３ＯＥ入力線とＳＴＨ入力
線に提供し、且つこれら入力線を通して関係信号を受け取るステップ。これらゲートドラ
イバの入力するＯＥ信号の制御により、これらゲートドライバの出力端に同期の二組の制
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御電圧パルスを発生させ、それは以下の三組の制御電圧パルスで構成され、即ち、（１）
（Ｇ1 、Ｇm ）、（２）（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（３）（Ｇ2m+1、Ｇ3m）であり、この三組の
制御電圧パルス（１，２，３）が対応する第１、第２或いは第３入力制御線を通してこれ
らトランジスタ（Ｑ１）のゲートに供給される。
　その特徴は、これら三組の同期制御信号（１，２，３）にトリガされる時、この回路が
データ信号を駆動電圧出力線にフィードし、及び、
　以上のステップで発生した出力駆動電圧がこれら画素に出力されてスクリーン上に相互
にｍ本の走査線隔たった三本の同期走査線を発生し、画像を表示する。
　波形分析：
　以下に図１２の（ａ）図から（ｅ）図を参考にして詳細に本発明の第５実施例の図１０
の（ａ）図及び（ｂ）図の液晶オーバードライブ装置の発生する制御電圧パルス（Ｇ1 、
Ｇm ）、（Ｇm+1 、Ｇ2m）、（Ｇ2m+1、Ｇ3m）と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関
係について説明する。
　通常交流電力（ＡＣ）を液晶に対する駆動電圧として使用するため、その制御と駆動過
程中に正負の位相が交替出現する現象がある（即ち駆動電圧パルスＤ1 、Ｄ1'及びＶLCの
波形に参考電圧ＶCOM に対する正負位相が交替出現する現象）。
　これらの波形は例えば以下の方式を用いて、Ａ１からＡ６の時間順序により循環重複す
る。時間点Ａ１の前の第Ｎ－１個のフレーム中の駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ0'（ｃｏｄ
ｅ３２）で、且つ駆動電圧パルスＶLCの値Ｖ2'（ｃｏｄｅ３２）で負極性である。時間点
Ａ１で第Ｎ個のフレームに進入開始し、この時駆動電圧パルスＤ1 の値は上昇してＶ1 と
なり（ｃｏｄｅ２００）、制御電圧パルスＧ1 の作用により、この液晶オーバードライブ
装置の発生する出力駆動電圧パルスＶLCの値もまた上昇してＶ1 となり（ｃｏｄｅ２００
）、正極性となり、且つ時間点Ａ２までそれを保持する。その後、時間が時間点Ａ２に進
むと、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値は下降してＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）となり、制御
電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ1 （ｃｏｄｅ２００
）よりＶ2 （ｃｏｄｅ１２０）に下降するが、正極性であり、その値は時間点Ａ３まで保
持される。その後、時間が時間点Ａ３に進む。この時第Ｎ＋１個のフレームへの進入開始
し、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値は下降しＶ2 ' （ｃｏｄｅ１２０）となり、制御電
圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的にＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０
）に下降し、負極性となり、時間点Ａ４まで保持される。その後、時間点Ａ４に至ると、
この時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）で制御電圧パルスＧ1 の作
用により、駆動電圧パルスＶLCの値はもとの準位のＶ2 ’（ｃｏｄｅ１２０）に時間点Ａ
５に至るまで保持される。その後、時間が時間点Ａ５に至ると、第Ｎ＋２個のフレームに
進入開始し、この時、駆動電圧パルスＤ1 の値はＶ2 に上昇し（ｃｏｄｅ１２０）、制御
電圧パルスＧ1 の作用により、駆動電圧パルスＶLCの値が瞬間的に上昇してＶ2 （ｃｏｄ
ｅ１２０）となり、正極性となりこれを時間点Ａ６まで保持する。
　時間点Ａ６の後のその他の各時間点の制御電圧パルスＧ1 、Ｇm+1 、Ｇ2m+1、駆動電圧
パルスＤ1 及びＶLCの変化はいずれも以上の説明に照らして容易に推察できる。
　図１２の（ａ）図に示される曲線（ａ）はオーバードライブ実施時のフレーム時間が５
ｍｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｂ）はオーバードライブ実施時の
フレーム時間が１６ｍｓの状況下での液晶光学応答特性曲線であり、曲線（ｃ）はオーバ
ードライブ未実施状況での液晶光学応答特性曲線である。
　本実施例の目的は、スクリーン上に３本の同期走査線を展開することにあり、それは図
１２中の（ａ）図、（ｂ）図、（ｃ）図に示されるようであり、Ｇ1 、Ｇm+1 、Ｇ2m+1は
同期制御電圧パルスであり、その制御により発生した駆動電圧パルスがスクリーン上で三
組の走査線を発生し、それは相互にｍ本走査線のインターバルを以て同期走査を行なう。
　これにより、本実施例の設計によると、Ｇm+1 とＧ1 が同期の制御電圧パルスであり、
Ｇm+1 の制御により発生する走査線とＧ1 の制御により発生する走査線がスクリーン上で
ｍ本走査線のインターバルを有し、この二組の走査線がスクリーン上で同期方式で走査を
行なう。即ち、スクリーン上の第１本の走査線と第ｍ本の走査線より走査開始する。この
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制御電圧パルスＧm+1 と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係は、制御電圧パルスＧ

1 と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係（即ち、図１２の（ａ）図から（ｅ）図で
説明したとおり）と同じであるため、重複した説明は行なわない。
　上述したことと同時に、制御電圧パルス（Ｇm+1 、Ｇ2m　）、（Ｇ2m+1、Ｇ3m）により
発生する対応する駆動電圧パルスがスクリーン上に発生させる走査線が同期の方式でそれ
ぞれスクリーン上の第ｍ＋１、２ｍ＋１本の走査線より下向きの走査を開始し（即ち、本
実施例はスクリーン上で三組の走査線を発生し、それはそれぞれ第１、ｍ＋１、２ｍ＋１
本走査線より下向きに同期走査を行ない重複循環する）。その各制御電圧パルス（Ｇm+1 
、Ｇ2m　）、（Ｇ2m+1、Ｇ3m）と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係は、上述の制
御電圧パルス（Ｇ1 、Ｇm ）と駆動電圧パルスＤ1 、ＶLCの波形間の関係（即ち、図１２
の（ａ）図から（ｅ）図で説明したとおり）と同じであるため、重複した説明は行なわな
い。
　本実施例の液晶オーバードライブ装置の出力する駆動電圧パルスＶLCの波形は説明と理
解のために実施例１と同じとされて、説明過程中に複雑過ぎて理解が難しくなる状況を防
止している。しかし設計者は実際の必要に応じてこの波形設計を各種変化を具備する波形
に設計することができる。
　以上の本発明の５個の実施例の装置、方法及び波形分析から分かるように、本発明の方
法と装置は、設計と製造の弾性を提供する。特に、上述の第１と第２実施例中の第１と第
２入力制御電圧パルス（Ｇ1 、Ｇ1'）間の時間インターバルｎは調整できる。このような
設計の弾性により液晶ディスプレイの設計者は各種の液晶材料の異なる光学応答特性によ
りその設計を調整し、本発明のこのような液晶オーバードライブ技術で最適化した液晶デ
ィスプレイとなすことができ、実際の要求に符合させることができる。本発明の以上の長
所はいずれも既存の技術には欠乏していることである。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】目標電圧印加状態での液晶分子光学応答の駆動経路特性曲線図である。
【図２】周知の技術の液晶オーバードライブ装置の概要図である。
【図３】本発明の液晶オーバードライブ装置の発生する制御電圧パルス波形、駆動電圧パ
ルス波形、及び液晶光学応答特性曲線の対応図である。
【図４】本発明の第１実施例の複数のゲート線とデータ線の交点で構成された画素アレイ
、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバで構成された駆動回路を示す概要図
（ａ）と、本発明の第１実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置表示図（ｂ）
である。
【図５】本発明の第１実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の発生する制御
電圧パルス、駆動電圧パルス、及び液晶光学応答の対応波形図である。
【図６】本発明の第２実施例の複数のゲート線とデータ線の交点で構成された画素アレイ
、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバで構成された駆動回路を示す概要図
（ａ）と、本発明の第２実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置表示図（ｂ）
である。
【図７】本発明の第２実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の発生する制御
電圧パルス、駆動電圧パルス、及び液晶光学応答の対応波形図である。
【図８】本発明の第３実施例の複数のゲート線とデータ線の交点で構成された画素アレイ
、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバで構成された駆動回路を示す概要図
（ａ）と、本発明の第３実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置表示図（ｂ）
である。
【図９】本発明の第３実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の発生する制御
電圧パルス、駆動電圧パルス、及び液晶光学応答の対応波形図である。
【図１０】本発明の第４実施例の複数のゲート線とデータ線の交点で構成された画素アレ
イ、及び複数のデータドライバと複数のゲートドライバで構成された駆動回路を示す概要
図（ａ）と、本発明の第４と第５実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置表示
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図（ｂ）である。
【図１１】本発明の第４実施例［請求項１に係る発明］の液晶ディスプレイのオーバード
ライブ装置の発生する制御電圧パルス、駆動電圧パルス、及び液晶光学応答の対応波形図
である。
【図１２】本発明の第５実施例の液晶ディスプレイのオーバードライブ装置の発生する制
御電圧パルス、駆動電圧パルス、及び液晶光学応答の対応波形図である。
【符号の説明】
【００２７】
（ａ）　特性曲線
（ｂ）　特性曲線
Ａ１、Ａ２、Ａ３　時間点
Ａ４、Ａ５、Ａ６　時間点
Ｃｓ　保存コンデンサ
Ｃｓ1 　保存コンデンサ
Ｃｓ2 　保存コンデンサ
ＣLS　液晶等価コンデンサ
ＣLS1 　液晶等価コンデンサ
ＣLS2 　液晶等価コンデンサ
Ｄ1 　入力データ線
Ｄ2 　入力データ線
Ｄ　入力データ線
Ｄ' 　入力データ線
Ｄ1'　入力データ線
Ｇ1 　入力制御線
Ｇ2 　入力制御線
Ｇ1'　入力制御線
Ｇm 　入力制御線
Ｇm+1 　入力制御線
Ｇ2m　入力制御線
Ｇ2m+1　入力制御線
Ｇ3m　入力制御線
ＶLC　出力駆動電圧
Ｑ　トランジスタ
Ｑ’　トランジスタ
Ｑ1 　トランジスタ
Ｑ2 　トランジスタ
Ｑ3 　トランジスタ
Ｑ4 　トランジスタ
ＶCOM 　参考電圧
ＶCOM1　参考電圧
ＶCOM2　参考電圧
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